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前年度比６億９，７００万円の増額（１３．５４％増）

令和７年度　一般会計予算

歳入歳出　５８億４，３００万円

予
　
　
算

■主要事業
  ( 単位：千円 ) ※千円未満切り捨て

事　　業　　名　　等 予算額 新規

議会運営・監査運営 ７２,４０５

特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助金
（振込め詐欺等の電話による特殊詐欺被害を防止するための機器購入費用の一部を補助）

１５０ ●

消防団詰所及び防災研修施設建設工事
（旧小坂小学校跡地に第３分団第 1部消防団詰所及び防災研修施設を新規建設する工事）

１１４,３０１ ●

消防水利維持補修
（水道管敷設工事に併せての消火栓新設や老朽化した消防水利の維持補修を行う）

４,５１０ ●

備蓄用非常食の購入（防災倉庫や各地区で保管する非常食や保存水の購入） ３,６９１

戸籍・住民基本台帳管理
（戸籍・住民基本台帳の整備・管理・発行業務に関する電算関係費用等）

５３,５６１

調査及び賦課徴収（町税賦課徴収関係の費用） ５５,２２９

公共交通対策（上信電鉄に対する補助等） ２４,００４

乗合バス運行事業（路線バス運転管理委託経費等） ２２,５１２

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業
（子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を助成する制度）

１４,４１２

街なか活性化拠点整備事業（下仁田駅周辺）
（駅周辺を往来する人のつどいの場及び情報発信機能を設置する施設整備）

２９６,０００ ●

地上デジタル放送共聴施設整備事業費補助金
（地デジ放送の共聴施設を維持管理している共聴組合に対し、設備更新や改修費用の一部を補助）

９００ ●

空き家等利活用事業
（空き家活用の改修費及び片付け費用、空き家の取得、賃貸料の一部を補助）

８,１００

移住促進奨励金事業
（移住促進を目的に町外から移住した２人以上の世帯を対象に 50 万円を交付する）

５,０００

ふるさと納税促進事業
（町の名産品等をお礼の品として寄付者に贈り、ふるさと納税の促進と町の認知度アップを図る）

４４,７５９

社会福祉総務費
（障害者自立支援給付事業・社会福祉協議会補助金・地域生活支援事業・民生委員運営等）

４３３,４７５

児童福祉総務費（保育所運営・児童手当・障害児通所相談支援給付事業・子育て支援金等） ２５２,９４０

福祉医療費助成
（重度心身障害者、ひとり親世帯及び１８歳の年度末までの子ども医療費の一部負担金を助成）

４６,０６７

高齢者支援費（在宅高齢者福祉事業・高齢者等タクシー利用券交付事業・敬老慶祝事業等） ２７,０４９

健康増進事業（各種健診と保健指導の実施・感染症予防・各種相談・栄養改善・G-WALK イベント等） ４７,０３７

生活環境保全事業
（不法投棄野焼き等対策、道路上死亡動物回収、スズメバチ駆除助成、老朽空家除却費補助）

９,１１３

ごみ減量化促進（町指定ゴミ袋の販売や有価物集団回収事業を通じてのごみ減量化推進等） ８,１７８

放射線物質汚染対策事業（除染対策事業委託（国庫補助事業）） １０,０７５

保健センター施設運営（保健センターＬＥＤ照明工事） ４,３４７
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事　　業　　名　　等 予算額 新規

有害鳥獣駆除対策（猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、防除対策費用、猿追払い員雇用等） １９,６７１

営農改善対策（下仁田ねぎ祭り開催費、全国ねぎサミット参加費及び農業者に対する支援対策） ７,１３７

新規就農者応援事業
（地域農業の振興を図るため、販売、出荷等を目的としている新規就農者に対して交付）

２,０００

荒廃農地対策支援事業（荒地化を防止する活動を地域ぐるみで行う団体に対して交付） １,６００

地籍調査事業（境界確認や測量を行い、現況に則した地図（地籍図）および台帳（地籍簿）を作成） ４９５ ●

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業
（ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成）

４,８００

ぐんま緑の県民基金事業
（町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動）

１４,２３４

森林経営管理事業
（森林環境譲与税を財源とし、伐採搬出補助や担い手育成対策、森林管理意向調査など実施）

２７,１０５

県単林道改良事業
（林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るため）

３０,０００

観光施設維持管理（各観光施設の整備、維持管理） １０,７７５

産業振興対策（産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等） ７,４８４

小口資金融資対策（商工業の振興）
（商工業振興に伴う事業者への制度融資に係る利子補給及び保証料補助等）

２,６２１

観光推進事業
（観光宣伝 PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業）

２４,０３５

創業促進事業（新たな起業・創業者に対する補助事業） ３,０００

ICT 整備及び利活用推進
（児童生徒の情報活用能力の育成及びこれを支える基本的な操作スキルの習得を図る）

５,５７８ ●

英語教育の充実
（小中一貫外国語教育、小中学校に ALT 配置、英検受験料補助の拡充、海外派遣事業の再開）

２７,５９２ ●

児童生徒通学対策（スクールバス運転管理委託（７台）） ５１,５２５

高等学校等端末購入補助
（町内の高校生と下仁田高校の高校生が入学時にパソコン端末を購入した際の補助（上限５万円））

２,４５０ ●

小学校体育館空調設備設置工事費（下仁田小学校体育館エアコン設置工事） ９２,４８８ ●

中学校体育館空調設備設置工事費（下仁田中学校体育館エアコン設置工事） １２０,７９１

小学校体育館ボルダリング設置工事
（生涯スポーツの推進を目的とし、ボルダリングが体験できるクライミングウォールの設置）

１,３００ ●

文化ホール運営（下仁田町文化ホール照明ＬＥＤ化工事 (ホール水銀灯１０台等 )） １,２６１ ●

文化財調査保護（荒船風穴ゾーン整備工事、荒船風穴サイン整備工事、春秋館石積み立面測量等） ５２,４８６

ジオパーク運営（ジオパークの推進・PR 等（ラッピング電車の運行・学術奨励金制度の実施）） ７,８１２

学校給食費（子育て支援策として、町内在住在学の小学生・中学生保護者に対する給食費の無償化） １２,６８６

公共土木施設維持補修事業（町道等補修工事・町道等修繕・防災対策予防伐採・支障木伐採・除雪） ５４,９３５

過疎道路 (基幹 )整備事業（町道改良工事（青倉・西野牧・馬山の３路線）） ８３,４６０

一般町道改良事業（町道排水改修工事・町道改良工事測量設計業務） ９,９０１

橋梁維持管理事業（補修工事（３橋）・補修設計業務（7橋）） １１０,６２１

交通安全施設整備（町内一円交通安全施設設置工事） ２,１４４

公営住宅管理（しらかば団地改修工事（１戸）） ９,４４９
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4２０２５ 春号

令和６年度一般会計補正予算(第８号)【３月定例会】
歳入歳出８,１７２万１千円増額補正し、予算総額５８億２,２８０万５千円

地方交付税及び基金積立金等の増額

■主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：万円）

名　称　等 主　な　内　容 補　正　額

町税 町民税普通徴収分、法人町民税、固定資産税等 ▲９３７.６

住宅費補助金 社会資本整備総合交付金 ▲１４２.４

生産物売払収入 分集林売払い ４６１.９

総務管理費寄附金 企業版ふるさと納税 １,３８０.０

財政調整基金繰入金 財政調整基金繰入金 ▲５９３.０

民生債 過疎対策事業債 １,０００.０

商工債 過疎対策事業債 １,２００.０

土木債 過疎対策事業債、防災対策事業債 ５,１７０.０

教育債 過疎対策事業債 １,２００.０

■主な歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：万円）

事　業　名　等 主　な　内　容 補　正　額

ネットワークシステム維持管理費 基幹ネットワーク関連システム保守料等 ▲９８３.６

財務事務費 財政調整基金積立金等 ９,６９４.５

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業 ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金積立金 ８８７.７

庁舎等管理費 役場庁舎冷暖房工事費 ▲１,６００.０

戸籍管理 返信用切手・はがき等 ▲２２５.６

町長選挙費 選挙公営負担金等 ▲３１９.０

衆議院議員選挙費 投開票事務従事者時間外手当等 ▲１２４.０

町議会議員補欠選挙費 選挙公営負担金 ▲１５２.０

介護保険特別会計繰出金 介護保険特別会計繰出金 ▲４５７.６

後期高齢者医療特別会計繰出金 後期高齢者医療特別会計繰出金 ▲３４７.６

福祉医療費助成 福祉医療費助成医療費分等 ▲１３１.９

在宅高齢者福祉事業 緊急通報体制整備事業等 ▲１５０.６

地域おこし協力隊事業 協力隊員謝金等 ▲３０２.８

治山治水対策 県単治山事業負担金 ▲３２５.９

創業促進事業 創業支援事業補助金 ▲３００.０

観光施設維持管理 あじさい園展望台改修工事 １,２００.０

急傾斜地対策 急傾斜地崩壊対策事業受益者負担分 ４５９.８

事務局運営（教育委員会） スクールバス購入 １,２４２２

（千円未満切り捨て）

３
月
定
例
会
の
概
要

▼
５
日
　
開
会
日

　

会
期
を
19
日
ま
で
と
す
る
決　
　

　

定
及
び
一
般
質
問
３
名

・
全
員
協
議
会
（
議
案
）

▼
６
日
　
全
員
協
議
会
（
議
案
）

▼
７
日　

議
案
の
上
程
・
採
決

・
下
仁
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
選
任
の
人

事
案
件
を
同
意

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

の
人
事
案
件
を
同
意

・
下
仁
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
他
全
13
議
案
を
上
程

(

12
議
案
可
決
・
１
議
案
否

決)

・
令
和
６
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

や
令
和
７
年
度
下
仁
田
町

一
般
会
計
予
算
他
全
11
議

案
を
予
算
決
算
特
別
委
員

会
に
付
託

▼
10
日
・
11
日　

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

▼
19
日
　
最
終
日
・
採
決

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

他
全
11
案
と
追
加
議
案
の

旧
小
坂
小
学
校
校
舎
等
解

体
工
事
請
負
契
約
の
変
更

を
可
決

予
　
　
算

▶審議結果は 10 ページ
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▼
主
な
質
疑

◆
令
和
7
年
度
一
般
会
計

　
予
算

問　

在
宅
高
齢
者
福
祉
事
業
の

シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
事
業

は
。

答　

購
入
１
台
に
つ
き
上
限

５
万
円
の
補
助
で
、
１
台
分

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

新
車
で
な
い
と
対
象
に
な

ら
な
い
の
か
。

答　

新
車
、
中
古
車
の
区
別

は
な
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

購
入
費
用
の
６
分
の
１
上
限

５
万
円
の
補
助
と
な
り
ま

す
。

問　

介
護
用
車
両
購
入
費
補
助

で
、
購
入
し
た
場
合
の
補
助

額
は
。

答　

新
車
の
福
祉
車
両
で
10
万

円
、
そ
の
他
で
２
万
円
、
中
古

車
の
初
年
度
登
録
か
ら
３
年

以
内
で
６
万
円
、
３
年
以
上

で
３
万
円
、
改
造
費
で
15
万

円
上
限
の
３
分
の
２
で
す
。

問　

児
童
手
当
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
に
比
べ
、
令
和
７

年
度
は
児
童
数
が
減
少
し
て

い
る
と
思
う
が
、
増
額
し
て

い
る
理
由
は
。

答　

令
和
６
年
10
月
に
児
童

手
当
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
支
給
対
象
年
齢
等

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
支
給

対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
法

律
の
改
正
前
は
中
学
生
ま
で

が
対
象
で
し
た
が
、
改
正
後

は
高
校
生
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
所
得
制
限
な
ど

も
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

制
度
改
正
の
た
め
、
昨
年
度

よ
り
も
増
額
し
た
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

問　

町
道
等
草
刈
業
務
委
託
料

は
。

答　

シ
ル
バ
ー
人
材
草
刈
委

託
は
町
道
分
で
依
頼
し
て
い

る
継
続
事
業
で
す
が
、
新
規

事
業
分
は
国
・
県
・
町
道
景

観
整
備
業
務
委
託
で
す
。
事

業
内
容
は
草
等
の
成
長
は
早

く
、
景
観
、
安
全
性
等
を
著

し
く
損
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
町
外
か
ら
の
来
町
者

に
と
っ
て
も
、
町
内
の
主
要

な
道
路
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
町
の
顔
と
な
る
こ

と
か
ら
、
新
年
度
か
ら
草
刈

を
業
務
委
託
に
て
実
施
す
る

予
算
で
す
。

問　

国
県
道
も
実
施
す
る
の
か
。

答　

基
本
は
県
土
木
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
が
、
手
を
付
け

て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
予

算
を
使
っ
て
草
刈
等
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

老
朽
空
家
除
去
費
補
助
金

は
、
上
限
１
０
０
万
円
で
７

件
分
の
実
績
だ
が
、
対
象
条

件
は
。

答　

以
前
住
ん
で
い
て
、
老
朽

空
家
に
な
っ
た
も
の
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

問　

住
宅
兼
店
舗
や
倉
庫
も
該

当
に
な
る
の
か
。

答　

住
宅
兼
店
舗
は
該
当
に
な

り
ま
す
が
、
店
舗
の
み
や
倉

庫
な
ど
は
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

問　

空
き
家
等
利
活
用
事
業
補

助
金
は
。

答　

空
家
の
活
用
、
移
住
・
二

地
域
間
居
住
を
促
進
す
る
空

家
等
利
活
用
事
業
補
助
金
と

し
て
、
４
つ
の
独
自
の
補
助

事
業
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

改
修
に
つ
い
て
上
限
１
０

　

０
万
円
、
片
付
け
補
助
上

限
10
万
円
、
取
得
支
援
上
限

１
０
０
万
円
、
空
家
賃
貸
物

件
補
助
上
限
15
万
円
で
す
。

問　

荒
船
風
穴
の
集
客
促
進
に

つ
い
て
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
無
料

券
配
布
等
を
実
施
し
て
い
る

が
、
令
和
７
年
度
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

神
津
牧
場
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
無
料
券
配
布
事
業
に
つ
い　
　

て
は
、
令
和
５
年
度
に
コ
ロ

ナ
明
け
の
集
客
促
進
と
し

て
、
令
和
６
年
度
は
世
界
遺

産
登
録
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
令

和
７
年
度
に
つ
い
て
は
実
施

い
た
し
ま
せ
ん
。
代
わ
り
の

集
客
促
進
と
し
て
、
風
穴
見

学
者
へ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
券

を
配
布
し
た
逆
の
構
造
を
利

用
し
、
神
津
牧
場
へ
来
場
し

た
お
客
さ
ん
に
対
し
て
、
風

穴
の
割
引
入
場
券
を
配
布
す

る
と
い
っ
た
事
業
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

予

算

決

算

特

別

委

員

会

予
算
質
疑

道路脇の雑草

シニアカー

荒船風穴
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予
算
質
疑

問　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
関
連

の
事
業
は
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
等
委
託

手
数
料
で
す
が
、
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ

の
手
数
料
、
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
委
託
料
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
保
守
料
、
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
証
明

書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

負
担
金
で
す
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
す
る
に

は
、
毎
年
こ
の
金
額
が
か
か

る
の
か
。

答　

毎
年
か
か
り
ま
す
。

問　

見
込
み
と
比
べ
て
ど
う
な

の
か
。

答　

も
っ
と
多
く
見
込
ん
で
い

ま
し
た
。
役
場
窓
口
に
住
民

票
や
印
鑑
証
明
を
取
り
に
来

た
方
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
取
れ

る
よ
う
に
な
り
、
金
額
も
役

場
で
は
３
０
０
円
、
コ
ン
ビ
ニ

で
は
２
０
０
円
で
金
額
も
安

い
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

問　

※

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
設
備
工

事
ま
た
安
全
対
策
は
。

答　

規
模
に
つ
い
て
は
、
高

さ
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
４
・
５

メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
を
考

え
て
い
ま
す
。
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
１
点
目
に
マ
ッ

ト
を
設
置
し
、
２
点
目
に
使

用
の
ル
ー
ル
を
策
定
し
周
知

し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
近
隣
自
治
体
や
、
他
市

町
村
の
使
用
状
況
等
を
参
考

に
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
３
点
目
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と
連
携

し
安
全
対
策
講
習
会
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
側
、
見
守
る
側
双

方
の
講
習
を
実
施
し
、
安
全

対
策
を
行
い
ま
す
。

問　

防
災
対
策
の
た
め
の
消
耗

品
費
と
食
料
費
は
。

答　

消
耗
品
費
に
つ
い
て
は
土

嚢
袋
と
砂
で
す
。
食
料
費
に

つ
い
て
は
備
蓄
食
糧
で
す
。

町
の
防
災
倉
庫
や
各
地
区
に

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
地

区
へ
は
令
和
２
年
に
配
布
し

て
お
り
ま
す
が
、
５
年
が
経

過
し
ま
す
の
で
入
替
え
の
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
予
算
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

問　

備
蓄
数
量
は
。

答　

ア
ル
フ
ァ
米
が
１
箱
50
食

分
入
っ
た
も
の
が
64
箱
３
，

２
０
０
食
分
、
お
こ
げ
が
１

箱
30
食
分
入
っ
た
も
の
が
62

箱
１
，
８
６
０
食
分
、
パ
ン

１
箱
24
食
分
入
っ
た
物
が
91

箱
で
２
，
１
８
４
食
分
、
水

が
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
１
箱
24
本
入
り
が

３
１
２
箱
で
７
，
４
８
８
本

で
す
。

問　

二
十
歳
を
祝
う
会
に
出
席

す
る
人
た
ち
は
、
髪
や
着
物

な
ど
前
日
、
１
年
前
か
ら
準

備
を
す
す
め
て
い
る
。
式
典

で
は
、
挨
拶
、
記
念
撮
影
、
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
は
あ

る
が
、
人
生
の
門
出
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
の
で
、
町
と
し
て

も
っ
と
何
か
で
き
る
で
き
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

二
十
歳
を
祝
う
会
で
は
、

実
行
委
員
を
募
集
し
、
ど
ん

な
会
に
し
た
い
か
、
ど
ん
な

こ
と
を
や
り
た
い
か
、
な
ど

企
画
に
つ
い
て
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
式
典
と
は
別

に
文
化
ホ
ー
ル
で
ラ
イ
ブ
を

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
文

化
ホ
ー
ル
に
同
級
生
と
集
ま

り
、
ま
た
家
族
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
の
方
か

ら
「
二
十
歳
の
子
た
ち
は
ス

テ
ー
ジ
を
向
い
て
座
っ
て
い

る
た
め
、
観
覧
席
に
座
る
家

族
か
ら
は
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
顔
が
見
え

る
よ
う
な
式
典
に
し
て
欲
し

い
。
」
と
要
望
が
で
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
式
典
が
で
き
る
の
か
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

実
行
委
員
は
、
前
年
の
様

子
が
わ
か
ら
な
い
。
人
生
に

一
度
し
か
な
い
記
念
日
に
、

も
う
少
し
お
祝
い
を
し
て
あ

げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
し

て
何
か
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
。
予
算
を
多
く

と
り
、
お
祝
い
を
し
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

答　

予
算
は
、
記
念
品
等
を

計
上
し
、
記
念
品
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
と
相
談
し
な

が
ら
決
め
て
い
ま
す
。
二
十

歳
を
祝
う
会
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
式
典
が

で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

問　

学
校
給
食
費
が
昨
年
度
に

比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。
物
価

高
の
対
策
と
し
て
は
大
丈
夫

だ
と
は
思
う
が
、
米
の
高
騰

に
よ
り
ご
は
ん
の
回
数
が
減

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
月
・
水
・
金 

を
、
ご
は
ん
の
日
と
し
て
い

ま
す
が
、
月
・
水
・
金
す
べ

て
が
ご
は
ん
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
イ
、

う
ど
ん
、
中
華
麺
も
出
し
て

い
ま
す
。
お
米
が
高
騰
し
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
ご
は

ん
の
回
数
を
減
ら
す
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

給　食

※ボルダリング　
　最低限の道具で岩や人工の壁面などを登るスポーツ。
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議
員　

※

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
状
況
は
。

町
長　

窓
口
業
務
は
、
直
接
住

民
の
方
と
接
す
る
機
会
が
多

く
、
誤
解
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
な
げ
、
住
民
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
過
度

の
要
求
な
ど
と
言
っ
た
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
は
引
継
ぎ
を
受
け
て

い
ま
す
。

議
員　

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

現
在
、
関
係
部
署

以
外
で
の
共
有
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
な
い
た
め
、
各
課
の
対

応
に
委
ね
て
い
ま
す
。
今
後

は
県
か
ら
の
指
導
を
仰
ぎ
、

統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
。

住
民
税
務
課
長　

当
町
の
保
有

率
は
県
内
で
35
市
町
村
中
32

番
目
と
い
う
状
況
で
率
77
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問答
窓
口
業
務
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

書
か
な
い
窓
口
が
ス
タ
ー
ト

議
員　

「
し
も
に
た
学
園
」
の

教
職
員
数
は
。

教
育
課
長　

現
在
の
児
童
・
生

徒
数
の
割
合
を
考
慮
す
る
と

適
し
た
人
数
で
す
。

議
員　

教
職
員
の
残
業
や
仕
事

の
持
ち
帰
り
は
。

教
育
課
長　

年
度
や
学
期
の
切

り
替
え
時
期
な
ど
は
増
え
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
で
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
使
用

状
況
は
。

教
育
課
長　

児
童
・
生
徒
に
一

人
一
台
の
端
末
が
整
備
さ
れ
、

学
校
や
家
庭
で
も
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の

ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

教
員
同
士
の
努
力
に
よ
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
成
果
が
認
め
ら

れ
「
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教

職
員
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

議
員　

放
課
後
の
子
ど
も
対
策

と
学
校
利
用
は
。

教
育
課
長　

放
課
後
子
ど
も
教

室
は
、
小
学
校
の
余
裕
教
室

等
の
施
設
を
活
用
し
た
「
放

課
後
の
居
場
所
」
で
す
。
現

在
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま

で
の
希
望
者
で
す
が
、
今
後

は
全
学
年
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
長　

「
し
も
に
た
学
園
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
念

頭
に
置
い
て
考
え
、
併
設
型

し
も
に
た
学
園
の

ス
タ
ー
ト
は

良
い
ス
タ
ー
ト
が

き
れ
る
と
思
い
ま
す

問答

岡田邦敏議員
一般質問

（YouTube）

一
般
質
問
●
岡
田
邦
敏 

議
員

小
中
一
貫
校
を
構
想
い
た
し

ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
づ
く
り
を
き
ち
ん

と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
し
も
に
た
学
園
」
は
自
主

自
立
と
共
生
、
そ
の
二
つ
を

学
園
訓
と
し
て
設
け
て
い
ま

す
。

の
利
用
状
況
は
。

住
民
税
務
課
長　

本
年
１
月　

20
日
か
ら
「
住
民
票
の
写
し
」

と
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申

告
で
の
利
用
や
病
院
・
薬
局

で
の
薬
剤
情
報
や
医
療
費
の

確
認
が
で
き
ま
す
。

議
員　

書
か
な
い
窓
口
と
は
。

住
民
税
務
課
長　

申
請
書
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
記

入
す
る
住
民
の
負
担
を
軽
減

し
、
住
民
の
利
便
性
と
職
員

の
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ
る

も
の
で
す
。
導
入
当
初
は「
住

民
票
の
写
し
」・「
印
鑑
登
録

証
明
書
」
及
び
戸
籍
関
係
の

証
明
書
に
利
用
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
迅
速
化
を
図
り
、
住
民
の

利
便
性
と
職
員
の
業
務
効
率

を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

岡田邦敏 議員

しもにた学園入学式

役場窓口

※カスタマーハラスメント　
　顧客からの暴行、脅迫、暴言、不当な要求といった理不尽で著しい迷惑行為。
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一
般
質
問
●
木
暮
弘
元 

議
員

葱
の
生
育

不
良
の
原
因
は

細
菌
に
よ
る

病
気
が
原
因
か

こ
ん
に
ゃ
く
生
産
農
家
は

価
格
低
迷
等
で
厳
し
い
状
況

問

問

答

答

木暮弘元議員
一般質問

（YouTube）

議
員　

下
仁
田
名
産
の
下
仁
田

葱
が
２
年
続
け
て
猛
暑
の
影

響
等
に
よ
り
不
作
の
状
況
を

確
認
し
た
。
猛
暑
に
よ
る
生

育
不
良
の
原
因
は
。

農
林
課
長　

細
菌
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
「
軟
腐

病
」
が
原
因
と
さ
れ
、
夏
季

の
高
温
期
に
降
雨
が
多
く
土

壌
湿
度
が
高
ま
る
と
症
状
が

起
き
ま
す
。

議
員　

猛
暑
に
対
す
る
土
壌
対

策
は
。

農
林
課
長　

細
菌
は
土
壌
中
や

食
物
残
渣さ

に
存
在
し
、
湿
度

が
高
い
条
件
下
で
繁
殖
し
ま

す
の
で
、
予
防
と
対
策
が
必

要
で
す
。

議
員　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

農
林
課
長　

下
仁
田
葱
の
収
穫

量
は
平
均
で
40
％
減
、
売
上

げ
は
平
均
で
32
％
減
、
出
来

具
合
の
太
さ
と
品
質
は
例
年

に
比
べ
、
小
さ
く
悪
か
っ
た

状
況
で
す
。

議
員　

猛
暑
対
策
に
事
業
は
。

農
林
課
長　

下
仁
田
葱
の
猛
暑

対
策
と
し
て
３
つ
の
事
業
を

考
え
て
い
ま
す
。
「
下
仁
田

ね
ぎ
軟
腐
病
対
策
研
修
会
」

を
群
馬
県
富
岡
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
招

き
、
町
と
下
仁
田
葱
の
会
の

共
催
で
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
「
下
仁
田
ね
ぎ
軟
腐
病

防
除
薬
剤
購
入
補
助
金
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

栽
培
方
法
を
実
証
し
、
検
証

を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

木暮弘元 議員

ら
「
下
仁
田
ね
ぎ
猛
暑
対
策

実
証
農
場
農
薬
費
助
成
」
を

実
施
し
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習

は
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

下
仁
田
小
学
校
の

四
年
生
を
対
象
に
、
下
仁
田

葱
生
産
者
を
講
師
に
招
き
、

春
の
植
え
付
け
と
冬
の
収
穫

体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
７
日
に
は

道
の
駅
し
も
に
た
で
、
児
童

が
収
穫
し
た
下
仁
田
葱
を
来

場
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活

動
を
し
て
お
り
、
下
仁
田
葱

の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

後
世
に
残
す
に
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
く
か
。

町
長　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
及
び
後
継
者
不
足
な
ど
に

よ
る
担
い
手
の
減
少
や
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
進
む
中

で
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
価
格　
　

低
迷
や
資
材
価
格
の
高
騰
、

さ
ら
に
人
件
費
も
上
昇
し
苦

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

下
仁
田
町
の
生
産
者
数
と
作

付
け
面
積
は
。

農
林
課
長　

２
０
２
０
年
の　

※

農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
下

仁
田
町
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋
生

産
者
数
は
36
件
で
、
作
付
面

積
は
84
㏊
で
す
。

議
員　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
販
売

価
格
は
。

農
林
課
長　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の

販
売
価
格
は
平
成
25
年
～
令

和
５
年
の
平
均
で
は
30
㎏
当

た
り
４
千
６
百
円
が
、
令
和

６
年
12
月
に
は
２
千
５
百
円

ま
で
下
落
し
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
ん
に
ゃ
く
農
家
で
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
何
人
い
ま
す
か
。
ま
た
、

収
入
保
険
を
も
ら
っ
た
人
は

何
人
い
ま
す
か
。

農
林
課
長　

収
入
保
険
は
農
林

水
産
省
が
平
成
31
年
１
月
か

ら
農
業
経
営
の
た
め
の
保
険

と
し
て
群
馬
県
農
業
共
済
組

合
が
窓
口
と
な
り
実
施
を
し

て
い
ま
す
。
町
の
こ
ん
に
ゃ

く
農
家
で
令
和
５
年
度
の
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

数
は
９
名
で
、
受
給
し
た
人

は
７
名
で
す
。

議
員　

今
後
の
対
策
は
。

町
長　

引
き
続
き
関
係
課
並
び

に
生
産
者
、
群
馬
県
等
と
と

も
に
対
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※農業センサス　
　農林業、農山村の基本構造の実態と変化を明らかにする調査。

下仁田葱

コンニャク芋
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議
員　

令
和
４
年
に
し
も
に

た
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
の
世

界
平
均
気
温
が
※

産
業
革
命

時
比
＋
1.6
℃
と
観
測
史
上
最

高
値
と
な
り
、
地
球
温
暖
化

に
非
常
に
憂
慮
す
る
状
態
で

す
。
町
長
も
し
も
に
た
５
つ

の
ゼ
ロ
宣
言
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
か
。

町
長　

地
球
温
暖
化
や
気
候
変

動
を
考
え
、
未
来
を
担
う
子

供
達
が
住
み
続
け
ら
れ
る
事

が
出
来
る
持
続
可
能
な
下
仁

田
町
を
実
現
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

議
員　

し
も
に
た
５
つ
の
ゼ
ロ

宣
言
の
概
要
は
。

保
健
課
長　

環
境
省
が
提
唱
す

る
２
０
５
０
年
脱
炭
素
政
策
・

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ

の
実
現
に
「
ぐ
ん
ま
５
つ
の

ゼ
ロ
宣
言
」
と
歩
調
を
共
に

し
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
住
み
続
け
ら
れ
る
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、

次
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま

す
。

〇
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ

〇
自
然
災
害
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ

〇
災
害
時
の
停
電
ゼ
ロ

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ

〇
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ

議
員　

対
策
の
進
捗
は
。

保
健
課
長　

町
有
施
設
の
消
エ

ネ
化
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
ガ
ス
事

し
も
に
た
５
つ
の 

ゼ
ロ
宣
言
の
概
要
は

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み

問答

小井土光弘議員
一般質問

（YouTube）

一
般
質
問
●
小
井
土
光
弘 

議
員

小井土光弘 議員

業
者
と
連
携
協
定
を
結
び　

※

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ガ
ス
の
導
入
、
公
用
車
の
電

動
車
の
導
入
、
設
置
可
能
な

建
築
物
に
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

公
用
車
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
推
移
は
？

保
健
課
長　

２
０
１
３
年
度
は

５
・
８
ト
ン
で
２
０
２
２
年
度

は
５
・
０
ト
ン
で
し
た
。

議
員　

２
０
３
０
年
削
減
目
標

達
成
へ
公
用
車
の
環
境
対
応

車
へ
の
更
新
は
。

総
務
課
長　

年
間
４
台
程
度
の

更
新
が
必
要
だ
が
、
車
両
の

経
過
年
数
・
走
行
距
離
を
考

慮
し
な
が
ら
な
の
で
計
画
ど

お
り
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

議
員　

公
共
交
通
の
バ
ス
の
電

動
車
化
は
。

企
画
課
長　

今
後
の
普
及
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

議
員　

※

Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
導
入
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
町
主
体
の
発

電
施
設
の
設
置
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

保
健
課
長　

群
馬
県
も
基
本

方
針
の
１
つ
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

を
掲
げ
、
県
内
の
消
費
電
力

に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
を
80
％
以
上
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
示
し
て
お

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
施
設
等
の
整
備
す
る
企

業
・
市
町
村
を
支
援
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策

の
取
り
組
み
を
よ
く
吟
味
し

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

日
本
の
電
力
消
費
量

の
69
％
が
家
庭
部
門
か
ら
の

排
出
で
、
家
電
製
品
等
か
ら

の
排
出
が
48
％
を
占
め
て
い

る
。
電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
エ

ア
コ
ン
等
の
低
消
費
家
電
の

更
新
補
助
金
等
の
排
出
削
減

対
策
は
？

保
健
課
長　

省
エ
ネ
・
節
電
対

策
を
掲
げ
て
い
る
の
で
今
後

具
体
的
な
方
策
を
検
討
・
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員　

民
間
も
節
電
対
策
し
地

球
温
暖
化
を
自
分
ご
と
と
し

て
対
応
し
て
頂
き
た
い
。
脱

炭
素
政
策
は
思
っ
て
い
る
以

上
に
待
っ
た
な
し
に
思
わ
れ

ま
す
。
政
治
に
携
わ
っ
て
い

る
我
々
か
ら
脱
炭
素
を
強
力

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

町

長　

中

期

目

標

年

度
の

２
０
３
０
年
度
ま
で
あ
と
５

年
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

古く効率の悪いエアコン

※
産
業
革
命

　

18
世
紀
半
ば
か
ら
19
世
紀
に
か

け
て
起
こ
っ
た
一
連
の
産
業
の

変
革
と
石
炭
利
用
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス　

　

採
掘
か
ら
燃
焼
ま
で
の
過
程
で

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
相

殺
し
て
実
質
的
に
廃
出
量
を
０

に
し
た
ガ
ス
。

※
Ｂ
Ｅ
Ｖ　

　

バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
え
た
電
気
の

み
で
走
行
す
る
電
気
自
動
車
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審
議
結
果

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名　称

堀

越

健

介

並

木

一

夫

小
井
土
光
弘

大

手

博

幸

佐
々
木
信
也

岡

田

邦

敏

木

暮

弘

元

千

野

榮

治

堀

口

博

志

審
議
結
果

1 下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問 
1 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問 
2 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問 
3 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

2 町長において専決処分することができる事項の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

3
下仁田町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4 下仁田町役場課設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ × × × × × × ○ ○ 否決

5
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

6 下仁田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

7
下仁田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

8 下仁田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9
下仁田町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

10
下仁田町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11 下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12
下仁田町土砂等による埋立て等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13 下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

14
下仁田町社会体育館の設置及び管理に関する条例及び下仁田町グラウンド等の
設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

15 令和６年度下仁田町一般会計補正予算（第８号）
（歳入歳出８,１７２万１千円を追加し、総額５８億２,２８０万５千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

16 令和６年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
（歳入歳出８,５５０万８千円を追加し、総額９億１０１万４千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

17 令和６年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（歳入歳出４１０万５千円を追加し、総額１億７,７７１万３千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

18 令和６年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第４号）
（歳入歳出６５５万７千円を追加し、総額１４億６,０２７万１千円とする補正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

19

令和６年度下仁田町浄化槽事業会計補正予算（第２号）
事業収益２００万９千円を減額し総額５,３４５万円に、事業費用２３７万５千円を減額し５,

３０８万４千円に、資本的収入１,５４８万６千円を減額し総額２,９９１万６千円に、資本的

支出１,６７３万８千円を減額し総額２,７３４万５千円とする補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20 令和７年度下仁田町一般会計予算
（歳入歳出総額５８億４,３００万円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

21 令和７年度下仁田町国民健康保険特別会計予算
（歳入歳出総額９億４,６１４万７千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22 令和７年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算
（歳入歳出総額１億８,１８５万５千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

23 令和７年度下仁田町介護保険特別会計予算
（歳入歳出総額１４億４９９万１千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

24 令和７年度下仁田町水道事業会計予算
（事業収益、事業費用２億４,９０８万１千円、資本的収入１億１,８３５万９千円、資本的支出１億８,６８９万３千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

25 令和７年度下仁田町浄化槽事業会計予算
（事業収益、事業費用５,７３１万円、資本的収入４,６６６万７千円、資本的支出４,６９９万１千円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

26 令和６年度旧小坂小学校等解体工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

審 議 結 果

３月定例会（５日～１９日開催）　　
○は賛成、×は反対を表しています。 
( 佐藤博議長を除く９人で採決を行いました。)

（ ）
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行
事
報
告
・
各
議
会
ニ
ュ
ー
ス

千
葉
県
夷
隅
郡
御
宿
町

議
会
視
察
研
修

２
月
12
日(

水)
～
13
日(

木)
（
全
議
員
）

　

　

下
仁
田
町
議
会
は
全
議
員
参

加
で
、
千
葉
県
夷
隅
郡
御
宿
町

議
会
に
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
町
の
議
員
並
び
に
議
会
事

務
局
職
員
か
ら
、
今
後
必
要
と

思
わ
れ
る
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
や
下
仁
田
町
議
会
で
も
本

年
実
施
を
計
画
し
て
い
る
議
会

報
告
会
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

富
岡
警
察
署
初
点
検

１
月
30
日
（
木
）

（
議
長
）

甘
楽
・
多
野
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会１

月
30
日
（
木
）

（
社
会
経
済
常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
）　

節
分
祭

２
月
２
日
（
日
）

（
全
議
員
）

下
仁
田
中
学
校
立
志
式
　
　　

 

２
月
７
日
（
金
）

（
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長
）

総
務
常
任
委
員
会
協
議
会　
　
　
　
　
　

 

２
月
10
日
（
水
）

（
総
務
常
任
委
員
）

社
会
経
済
常
任
委
員
会
協

議
会

２
月
10
日
（
水
）

（
社
会
経
済
常
任
委
員
）

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

２
月
14
日
（
金
）

（
議
長
）

荒
船
風
穴
保
存
整
備
委
員
会

　
　
　
　
　

２
月
27
日
（
木
）

(

総
務･

社
会
経
済
常
任
委
員
長)

か
ら
っ
風
駅
伝
大
会　

３
月
２
日
（
日
）

（
全
議
員
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

学
術
奨
励
金
成
果
報
告
会

３
月
８
日
（
土
）

（
全
議
員
）

下
仁
田
中
学
校
卒
業
式

３
月
13
日
（
木
）

（
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長
）

下
仁
田
小
学
校
卒
業
式

３
月
24
日
（
月
）

（
議
長
・
総
務
常
任
委
員
長
）

下
仁
田
小
、
中
学
校
入
学
式

４
月
７
日
（
月
）

（
全
議
員
）

◆
富
岡
甘
楽
広
域
圏
議
会

　

令
和
７
年
３
月
定
例
会

　
　
　
　
（
２
月
26
日
開
催
）

・
令
和
６
・
７
年
度
下
仁
田
分

署
建
設
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

・
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

・
令
和
６
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
他
２
議
案

　
　
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

・
令
和
７
年
度
関
係
市
町
村
負

担
金
の
分
賦
割
合

全
会
一
致
で
可
決

・
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成
多
数
で
可
決

・
令
和
７
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算

関
係
市
町
村
負
担
金
の
分

賦
割
合

・
令
和
７
年
度
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て　

　
全
会
一
致
で
同
意

◆
下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
　

　
組
合
議
会

　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

(

２
月
28
日･

３
月
21
日
開
催)

・
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て

全
会
一
致
で
同
意

・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
他
７
議
案

・
令
和
６
年
度
補
正
予
算
（
第

３
号
）

・
令
和
７
年
度
予
算

　
　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

◆
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施

　
設
組
合
議
会

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

(

２
月
28
日･

３
月
21
日
開
催)

・
令
和
６
年
度
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

・
令
和
７
年
度
予
算

　
　
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

議 

員 

参 

加 

行 

事

広
域
圏
・
病
院
・
環
境
衛
生
議
会

御宿町議会視察



12２０２５ 春号

編
集
室
か
ら

 

令
和
７
年
１
月
、
下
仁
田

町
唯
一
の
旧
馬
山
小
学
校
前

歩
道
橋
が
、
役
目
を
終
え

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
撤
去
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
、

児
童
の
安
心
と
安
全
な
登
下

校
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
国

道
２
５
４
号
線
上
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
幾
多
の
維
持
管

理
を
し
な
が
ら
も
、
半
世
紀

（
55
年
）
と
い
う
長
い
年
月

交
通
事
故
か
ら
児
童
を
守

り
、
馬
山
地
区
の
象
徴
と
も

言
え
る
、
唯
一
無
二
の
存
在

と
思
え
る
も
の
で
し
た
。

　

設
置
当
時
町
の
人
口
は

１
７
，
５
７
３
人
馬
山
小
学

校
の
児
童
数
は
２
４
１
人
。 

　

馬
山
小
学
校
が
廃
校
に

な
る
ま
で
の
児
童
約
１
，

５
０
０
人
が
恩
恵
に
預
か
っ

て
き
た
と
思
う
と
、
感
無
量

の
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま

す
。
私
た
ち
も
、
当
然
の
よ

う
に
歩
道
橋
の
下
を
通
過

し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
固
定
的

風
景
で
し
た
。

　

歩
道
橋
が
撤
去
さ
れ
数
カ

月
が
過
ぎ
、
日
々
旧
馬
山

小
学
校
前
の
道
路
を
通
る

と
き
、
歩
道
橋
の
あ
る
風
景

が
一
瞬
脳
裏
に
浮
か
び
な
が

ら
も
、
歩
道
橋
の
な
い
風
景

に
違
和
感
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
。

〇
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

の
町
の
人
口
６
，
０
５
２
人

〇
町
の
児
童
数
１
０
６
人

〇
馬
山
地
区
の
児
童
数
47
人

堀
口　

博
志

　
　 

併
設
型

　
　
小
中
一
貫
校
と
は

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
設
置

者
が
同
一
で
、
小
学
校
と
中
学

校
の
教
育
を
一
貫
し
て
施
す
こ

と
が
で
き
る
学
校
。

　

施
設
分
離
型
と
し
て
、
小
学

校
及
び
中
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
職
の
下
で
学
校
経
営
が

で
き
る
。
こ
の
点
が
同
じ
９
年

間
の
一
貫
教
育
を
行
う
義
務
教

育
学
校
と
な
る
。

　 

併
設
型
一
貫
校
に 

　 

移
行
す
る
理
由

・
小
学
校
の
６
年
間
及
び
中
学

校
の
３
年
間
の
教
育
課
程

を
合
わ
せ
、
９
年
間
の
教

育
課
程
で
特
色
の
あ
る
学

校
経
営
が
可
能
で
あ
る
。

・
一
貫
校
と
す
る
こ
と
で
児
童

生
徒
同
士
の
交
流
が
し
や

す
く
な
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
９
年
間
の
統
一
し
た
教
育
課

程
を
組
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
の
学
校
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
少
な
く
な
る
。

・
文
部
科
学
大
臣
へ
の
申
請
を

経
ず
、
設
置
者
に
よ
る
独

自
の
教
育
課
程
を
編
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

や
英
語
の
学
習
に
つ
い
て

進
ん
だ
取
り
組
み
が
で
き

る
。

・
行
事
の
共
同
開
催
な
ど
で
、

行
事
等
を
精
選
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
児
童
生

徒
が
よ
り
学
び
や
す
い
環
境
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

二
〇
二
五
年
　
春
号

（
第
　
109
　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

佐
藤　

博

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

☎
０
２
７
４-

６
４-

８
８
１
０

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　議会本会議及び予算決算特別委員会の
傍聴ができます。

日程などのお問い合わせは

☎0274-64-8810

議会だより、会議録の他、下仁田町

議会の情報は下仁田町ホームページ

よりお進み下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は６月です
広
報
発
行
特
別
委
員
会

委

員

長　

小
井
土
光
弘

副
委
員
長　

並
木　

一
夫

委　
　

員　

堀
越　

健
介　
　
　

　
　
　
　
　

大
手　

博
幸

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
也

　
　
　
　
　

岡
田　

邦
敏

　
　
　
　
　

堀
口　

博
志

併
設
型
小
中
一
貫
校
「
し
も
に
た
学
園
」

　
本
年
の
４
月
か
ら
、
町
立
下
仁
田
小
学
校
と
下
仁
田

中
学
校
は
、
併
設
型
一
貫
校
の
「
し
も
に
た
学
園
」
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

撤去された旧馬山小学校前歩道橋

 下中校章

下小校章


